
※「安代りんどう」…八幡平市で開発されたオリジナル品種の総称で平成20年に商標登録 表の出典：ＪＡ新いわて八幡平花卉生産部会創立50周年記念誌を一部加工

　𠮷池氏への名誉市民称号の贈呈を記念し、9月27
日、𠮷池氏を囲んで、（一社）安代リンドウ開発 髙村
敏彦代表理事、JA新いわて八幡平花

か き
卉生産部会 齊

藤正樹部会長、花き開発研究センター 津島佐智幸
所長による懇談会を行いました。
　懇談では、これまでの50年の歩みを振り返ると
ともに、100年産地を視野に入れた取り組みや今後
について意見を交換しました。会場＝安代総合支所

　
令
和
４
年
市
議
会
第
３
回
定
例

会
で「
名
誉
市
民
の
決
定
に
関
し

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」

の
議
案
が
可
決
さ
れ
、
𠮷
池
貞
藏

氏
に
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
𠮷
池
氏
は
、冷
涼
な
気
候
に
よ
り

稲
作
に
適
さ
な
か
っ
た
旧
安
代
町

で
、花
き
栽
培
を
産
業
と
し
て
定
着

さ
せ
、育
種
や
栽
培
方
法
を
確
立
さ

せ
ま
し
た
。平
成
４
年
に
開
所
し
た

花
き
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
初
代
所

長
を
務
め
、オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
開

発
や
海
外
輸
出
に
取
り
組
み
、
市

（
旧
安
代
町
）を
国
内
生
産
の
３
割

を
占
め
る
日
本
一
の
リ
ン
ド
ウ
産

地
に
育
て
上
げ
ま
し
た
。

　
𠮷
池
氏
は「
名
誉
市
民
と
い
う
称

号
を
い
た
だ
き
、大
変
恐
縮
し
て
い

ま
す
。生
産
者
が
中
心
と
な
っ
て
栽

培
を
続
け
て
く
れ
た
お
か
げ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」と
関
係
者
の
取
り

組
み
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
市
民
や
市
と
特
別
に
縁
故
の
深
い
人
で
、
市
政
の
振
興
、
社
会

福
祉
の
向
上
、
産
業
の
発
展
、
学
術・文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
興
隆
に
貢
献
し

て
そ
の
事
績
が
卓
絶
で
、
市
民
が
郷
土
の
誇
り
と
す
る
人
に
対
し
、
功
績

を
た
た
え
る
た
め
に「
八
幡
平
市
名
誉
市
民
」の
称
号
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
市
制
後
初
の
名
誉
市
民
と
な
っ
た
𠮷
池
貞
藏
氏
の
功
績
や

リ
ン
ド
ウ
の
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
産
地
を
目
指
し
、
𠮷
池
氏
を
招
い

て
行
わ
れ
た
懇
談
会
の
模
様
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

リ
ン
ド
ウ
産
地
の
礎
を
築
い
た

𠮷よ

し

い

け

て

い

ぞ

う

池
貞
藏
氏
を
名
誉
市
民
に

表＿リンドウ生産の歩みと生産推移

令
和
元
年
リ
ン
ド
ウ
生
産
県
の

出
荷
数
量（
千
本
）

全国
85,200

岩手県岩手県
48,40048,400

秋田県秋田県
12,80012,800

山形県山形県
7,1507,150

福島県福島県
5,2005,200

長野県長野県
2,9202,920

岡山県岡山県
1,5801,580

北海道北海道
2,1502,150 栃木県栃木県

1,2301,230

リンドウ販売額（百万円）

花き販売額（百万円）

リンドウ販売本数（万本）
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岩
手
県
農
業
賞
を
受
賞

大
冷
害
の
中
、
販
売
額
を
伸
ば
す

リ
ン
ド
ウ
育
苗
セ
ン
タ
ー
を

４
カ
所
に
設
置

朝
日
農
業
賞
を
受
賞

品
種
開
発
開
始 花

き
開
発
セ
ン
タ
ー

を
設
置

Ｎ
Ｚ
産
安
代
の
り
ん
ど
う
出
荷
開
始

日
本
農
業
大
賞
を
受
賞

安
代
の
秋
品
種
登
録

安
代
の
夏
な
ど
３
品
種
登
録

オ
ラ
ン
ダ
へ
輸
出
開
始

花
き
新
品
種
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
を
受
賞

雪
冷
房
培
養
育
苗
施
設
が
完
成

「
安
代
り
ん
ど
う
」が
日
本
、
Ｅ
Ｕ
、

米
国
、
Ｎ
Ｚ
で
商
標
登
録

赤
リ
ン
ド
ウ「
恋
紅
」が
販
売
開
始

販
売
額
が
過
去
最
高
と
な
る

花
卉
生
産
部
会
創
立
50
周
年

農
林
水
産
祭
内
閣
総

理
大
臣
賞
を
受
賞

農
林
水
産
祭
園
芸
部
門
で

最
高
位
の
天
皇
杯
を
受
賞

（年度）

安代町花き開発センター所長時代にリンドウほ場を確認する𠮷池氏

（万本・百万円）

―
―
岩
手
県
で
初
め
て
品
種
登
録

さ
れ
た「
い
わ
て
」の
完
成
ま
で
の

経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

𠮷
池
　
リ
ン
ド
ウ
は
各
地
に
自

生
し
、
土
地
の
状
態
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
な
姿
を
し
て
い
る
。
そ

の
中
か
ら
注
目
し
た
花
を
交
配

し
て
い
く
が
、
交
配
数
は
無
限

大
で
、
こ
の
交
配
し
た
花
の
中

で
予
想
以
上
の
花
を
咲
か
せ
た

も
の
が
あ
り「
い
わ
て
」と
名
付

け
販
売
し
た
結
果
、
盆
や
彼
岸

の
需
要
期
で
は
な
い
が
、
高
値

で
販
売
さ
れ
、
以
後
リ
ン
ド
ウ

の
生
産
は
Ｆ
１
品
種
の
声
が
強

ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。

―
―
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の「
安
代

の
秋
」な
ど
の
開
発
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

𠮷
池　
横
山
さ
ん（
花
き
開
発
研

究
セ
ン
タ
ー
前
副
所
長
）が
熱
心

に
育
種
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は
あ
っ
た
が
、

農
家
の
人
た
ち
が
開
発
に
協
力
し

て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
多
数
の
品

種
が
開
発
で
き
た
と
思
う
。
今
後

は
、
県
内
外
に
も
栽
培
方
法
を
公

開
し
、
生
産
量
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

―
―
海
外
で
の
生
産
拡
大
の
可
能

性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

𠮷
池　
冬
の
国
体
の
会
場
を
飾
る

リ
ン
ド
ウ
を
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
生
産
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
だ

が
、長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
八
幡

平
市
の
よ
う
に
生
産
者
が
ま
と
ま

っ
て
取
り
組
む
団
体
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
。

―
―
花
卉
生
産
部
会
が
50
周
年
を

迎
え
、
１
０
０
年
産
地
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
抱
負
を
お

願
い
し
ま
す
。

齊
藤　
𠮷
池
先
生
の
考
え
方
な
ど

参
考
に
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
思
う
。
生
産
者
の
高
齢
化
に

伴
う
人
材
不
足
な
ど
課
題
は
あ
る

が
、海
外
に
も
目
を
向
け
、今
後
、

周
年
栽
培
を
目
指
し
、
冬
場
は
海

外
で
生
産
に
取
り
組
む
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
可
能
性
に
挑
戦
し
て
い

き
た
い
。

𠮷
池　
北
半
球
に
比
べ
て
、南
半
球

は
需
要
が
少
な
い
気
が
す
る
。地
域

の
特
性
に
合
っ
た
生
産
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
感
じ
る
。

齊
藤　
見
た
こ
と
の
な
い
リ
ン
ド

ウ
を
ど
の
よ
う
に
売
り
込
ん
で
い

く
か
が
大
切
。
世
界
で
販
売
で
き

る
よ
う
な
市
場
の
開
拓
・
知
名
度

の
向
上
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

髙
村　
生
産
者
が
減
っ
て
い
く

中
で「
安
代
り
ん
ど
う
」※
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
を
残
す
体
制
づ
く

り
が
必
要
。
生
産
者
が
一
丸
と
な

り
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
思
う
。
現
在
は
ル
ワ
ン
ダ

で
の
栽
培
も
確
立
し
つ
つ
あ
る

の
で
、
継
続
し
て
事
業
を
展
開
し

て
い
き
た
い
。

𠮷
池　
生
産
量
が
昨
年
よ
り
落
ち

て
い
る
よ
う
な
の
で
、
し
っ
か
り

Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。

髙
村　
全
国
的
に
花
の
生
産
が
減

っ
て
い
く
中
で
、
現
在
の
生
産
量

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

時
代
の
流
れ
に
合
っ
た
生
産
ス
タ

イ
ル
を
考
え
、
１
０
０
年
産
地
を

目
指
し
た
い
。

齊
藤　

生
産
者
確
保
の
た
め
、

部
会
で
は
、「
花は

な
い
く育
」と
い
う
取

り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

地
元
の
小
学
生
と
交
流
す
る
こ

と
で
、
リ
ン
ド
ウ
の
魅
力
を
伝

え
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
開
校

し
た
ハ
ロ
ウ
校
と
も
交
流
し
て

い
く
な
ど
、
魅
力
を
伝
え
る
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
。

―
―
最
後
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願

い
し
ま
す
。

𠮷
池　
課
題
は
あ
る
が
、
一
つ

ず
つ
階
段
を
登
る
よ
う
に
解
決

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
全
体
を

見
な
が
ら
研
究
を
続
け
、
こ
の

地
域
に
役
立
つ
も
の
を
作
っ
て

ほ
し
い
。

（
懇
談
終
了
）

当時の経緯などを語る𠮷池氏

新しい取り組みを紹介する齊藤氏

今後の展開に意欲を見せる高村氏

　　　　　　談談懇懇過去 ▶▶ ▶▶ 未来
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日
本
一
の
産
地
と
し
て

日
本
一
の
産
地
と
し
て

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て

　
昭
和
46
年
、旧
安
代
町
の
農
業
青

年
ク
ラ
ブ
が
リ
ン
ド
ウ
の
栽
培
に

取
り
組
み
半
世
紀
以
上
が
経
ち
ま

し
た
。𠮷
池
氏
ら
専
門
家
の
力
を
借

り
な
が
ら
、生
産
量
を
増
や
し
、60

年
に
は
、
当
時
日
本
一
の
生
産
地

だ
っ
た
長
野
県
を
抜
き
、岩
手
県
が

日
本
一
の
生
産
地
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
一
と
な
っ
た
後
、
お
盆
や

彼
岸
な
ど
に
咲
く
品
種
が
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
安
代
独
自
の
品
種
開

発
が
始
ま
り
ま
し
た
。現
在
で
は
、

切
り
花
21
品
種
、
鉢
物
9
品
種
と

初
夏
か
ら
晩
秋
ま
で
長
期
的
に
出

荷
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
安
代
り
ん
ど
う
」を
次
世
代
に

残
し
て
い
く
た
め
周
年
栽
培
や
販

路
拡
大
を
目
指
し
、ル
ワ
ン
ダ
な
ど

海
外
で
の
生
産
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、リ
ン
ド
ウ
の
魅
力

を
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
花
育
活
動
や
新
た

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
品
種
の
開

発
な
ど
、行
政
と
生
産
者
が
一
体
な

り
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

次
世
代
へ
つ
な
げ
る

次
世
代
へ
つ
な
げ
る

1＿市花き研究開発センター職員から品種開発につい
て説明を受け、リンドウについて理解を深める安代小、
田山小の児童たち　2＿生産者の畑で収穫体験をした
児童たちが満面の笑みで記念撮影　3＿リンドウ栽培
がきっかけで交流が始まったルワンダ。現地で栽培を
行っている会社が市を訪問　4＿「安代りんどう」の品
質を維持するため生産者が出荷物を検査　5＿𠮷池氏
や関係者がほ場を回り品質など確認　6　「安代りんど
う」の新品種として昨年初出荷となった八重咲リンドウ
「あしろブーケ」　
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松尾村名誉市民（平成７年４月５日）
八幡平市名誉市民（平成17年９月１日）

西根町名誉市民（平成７年 11 月２日）
八幡平市名誉市民（平成17年９月１日）

 　名誉市民を紹介  － 功績を振り返る －

　

大
正
2
年
3
月
13
日
、
新
潟

県
生
ま
れ
。

　

少
女
時
代
を
母
の
郷
里
、
西

根
町
平
舘
で
過
ご
す（
平
舘
小

学
校
に
6
年
生
ま
で
在
籍
）。

「
春
へ
の
招
待
」「
夏
の
思
い
出
」

「
花
の
街
」を
は
じ
め
、
多
く
の

素
晴
ら
し
い
作
品
を
発
表
。現
代

詩
人
会
会
員
、日
本
文
芸
家
協
会

会
員
、日
本
音
楽
著
作
権
協
会
評

議
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
、少
女

小
説
集
、翻
訳
詩
集
な
ど
多
く
の

著
書
を
残
さ
れ
た
。

　

旧
平
舘
中
学
校
校
歌
、
西
根

第
一
中
学
校
校
歌
、
平
舘
小
学

校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
賛
歌

の
作
詞
を
手
掛
け
た
ほ
か
、
西

根
町
歌
、
西
根
音
頭
の
選
者
と

し
て
、
郷
土
の
た
め
に
貢
献
さ

れ
た
。

　

市（
旧
・
西
根
町
）で
は
、
江
間

さ
ん
の『
詩
の
心
』を
後
世
に
伝

え
よ
う
と
、平
成
10
年
に
少
年
少

女
の
詩「
江
間
章
子
賞
」を
創
設

し
、
毎
年
、
県
内
の
小
、
中
学
生

か
ら
広
く
詩
を
募
集
し
、優
秀
な

作
品
を
顕
彰
し
て
い
る
。

　

平
成
17
年
3
月
12
日
逝
去
。

　

昭
和
5
年
2
月
2
日
、
東
京

都
生
ま
れ
。

　

東
京
芸
術
大
学
音
楽
部
声
楽

科
を
卒
業
後
、
ウ
イ
ー
ン
国
立
音

楽
大
学
声
楽
科
に
留
学
。
在
籍
中

に
歌
劇「
蝶
々
夫
人
」の
主
役
で

デ
ビ
ュ
ー
し
て
以
来
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
を
中
心
に
オ
ペ
ラ
歌
手
と

し
て
活
躍
す
る
。
そ
の
間
、
国
際

音
楽
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
日に

ち
お
う墺

文
化

協
会
な
ど
を
設
立
し
、
日
本
と

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
経
済
・
文
化
交

流
に
貢
献
さ
れ
、
ウ
イ
ー
ン
市
か

ら
日
本
女
性
と
し
て
初
の
功
労

金
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

　
平
成
元
年
、
松
尾
村
制
１
０
０

周
年
記
念
事
業「
八
幡
平
国
際
音

楽
祭
」に
出
演
し
て
い
た
だ
い
た

の
が
縁
で
、
村
の
国
際
交
流
推
進

委
員
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ

の
中
学
生
派
遣
事
業
な
ど
を
通

じ
、
国
際
交
流
に
貢
献
さ
れ
た
。

　

旧
松
尾
村
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
ア
ル
テ
ン
マ
ル
ク
ト
町
と
の

友
好
都
市
締
結（
平
成
6
年
11

月
13
日
）の
早
期
実
現
に
尽
力

し
た
。

　
平
成
8
年
2
月
14
日
逝
去
。

オペラ歌手詩人

 佐藤 喜
き

美
み

子
こ

 さん故江間 章
しょう

子
こ

さん故

地域が一体となって
目指すは100年産地

　
名
誉
市
民
・
𠮷
池
貞
藏
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
こ
の
度
の
受
章
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。謹
ん
で
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
𠮷
池
様
は
、
安
代
町
花
き
開
発
セ
ン

タ
ー
初
代
所
長
に
就
任
し
た
当
時
、
安
代

町
に
移
り
住
み
、「
寒
い
地
域
で
も
、よ
そ

で
で
き
な
い
も
の
を
残
し
た
い
」と
の
信

念
に
基
づ
き
、
リ
ン
ド
ウ
の
優
良
品
種
・

独
自
品
種
の
開
発
に
多
く
の
力
を
注
が

れ
ま
し
た
。日
本
一
の
リ
ン
ド
ウ
産
地
を

育
て
上
げ
る
こ
と
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、

本
市
の
産
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功

績
に
対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
平
成
７
年
に
決
定
さ
れ
た

旧
松
尾
村
の
オ
ペ
ラ
歌
手
・
佐
藤
喜
美
子

さ
ん
と
旧
西
根
町
の
詩
人
・
江
間
章
子
さ

ん
に
続
き
、𠮷
池
様
は
３
人
目
の
名
誉
市

民
と
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
名
誉
市
民
の
皆
様
の
貢
献
を

た
た
え
、
郷
土
の
先
達
、
市
民
の
誇
り
と

し
て
心
か
ら
敬
意
と
謝
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、ご
栄
誉
を
末
永
く
顕
彰
申
し

上
げ
ま
す
。

名誉市民の決定を祝って

八
幡
平
市
長　
佐
々
木
孝
弘
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